
チェック項目 はい いいえ 現状や工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容・改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関

係で適切である
○

同じ時間帯に2～3人のお子さんしかい

ないので、比較的ゆとりのあるスペー

スと判断しています

個別支援室に複数の子どもが入

ることがあるので、個別ブース

を確保するためにパーティショ

ンを用意しています。

2 職員の配置数は適切である ○
常勤5人、非常勤1人で運営しており、

おおむね適切と判断しています

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化

された環境になっている。また、障がい

の特性に応じ、事業所の設備等は、バリ

アフリー化や情報伝達等への配慮が適切

になされている

○

事業所内の段差には可動式のスロープ

を設置できるようにし、車いす使用者

にも対応できるようにしています。滑

り止めの対応も実施しています（一部

段差はある）

構造化や視覚的支援あるいは不

要な視覚刺激の除去の対策を

とっています

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる

環境になっている。また、子ども達の活

動に合わせた空間となっている

○

簡易な清掃は毎日、床の水拭きは週に1

回実施するようにして清潔を保つよう

努めています。また、手指消毒液自動

噴霧器の設置などの感染防止対策を徹

底するようにしています。お子さんの

状況によって部屋の大きさ等を考慮し

支援の際に使用した道具などは

すぐに除菌を行うなど、感染防

止を徹底してきました。

5

業務改善を進めるためのPDCAサイクル

（目標設定と振り返り）に、広く職員が

参画している

○
直接支援はもちろん、関連した業務に

ついても、結果と改善を心掛けるよう

にしています。

定例会議の時間を設け、月に一

度業務内容の確認を行ってきま

した

6

保護者等向け評価表により、保護者等に

対して事業所の評価を実施するととも

に、保護者等の意向等を把握し、業務改

善につなげている

○
保護者様のご意見を伺って、業務改善

に努めています

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評

価表の結果を踏まえ、事業所として自己

評価を行うとともに、その結果による支

援の質の評価及び改善の内容を、事業所

の会報やホームページ等で公開している

○
それぞれの結果をまとめ、ホームペー

ジに公開
ホームページで公開しています

8
第三者による外部評価を行い、評価結果

を業務改善につなげている
○

外部評価を依頼する相手先がないため

実施していません。但し、鷹栖町の健

康福祉課、教育委員会、町立小・中学

校、町立保育園、鷹栖消防署、鷹栖派

出所等の関係機関から、適宜ご指摘や

指導を承っています

具体的に外部評価はしていない

です。

9
職員の資質の向上を行うために、研修の

機会を確保しているか
○

職員キャリアパスに則って、日常的OJT

（支援実施中の指導）のほか、管理者

が外部の研修会等で講演した内容を職

員に伝達しています

定期的に内部研修を行いまし

た。
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10

アセスメントを適切に行い、子どもと保

護者のニーズや課題を客観的に分析した

上で、児童発達支援計画を作成している

○

行動観察や保護者からの聞き取りのほ

か、発達指標や感覚特性、社会適応力

を把握するための標準化された検査を

用いて課題を分析し計画を立てるよう

にしています

モニタリング会議を行い、見直

しや意見交換をする時間を設け

ています。万が一に備えて、

ファイルを読んで勉強していき

たいです。

11

子どもの適応行動の状況を把握するため

に、標準化されたアセスメントツールを

使用している

○

発達指標：「乳幼児発達スケール」

感覚処理能力：「日本版感覚プロファイル」

視覚認知力：「WAVES]

社会適応性：「旭出式社会適応スキル検査」

他

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガ

イドラインの「児童発達支援の提供すべ

き支援」の「発達支援（本人支援及び移

行支援）」、「家族支援」、「地域支

援」で示す支援内容から子どもの支援に

必要な項目が適切に選択され、その上

で、具体的な支援内容が設定されている

○

当事業所での発達支援は、子ども本人

に対する支援はもちろん、保護者様に

対して子どもの成長や発達に関する疑

問や悩みにお答えすることに力を入れ

ています。また、保育所等訪問支援を

通じて、学校、保育園、幼稚園の先生

方と連携しています

月に一度、モニタリング会議を

実施し、支援計画や内容の見直

しを行っています。

13
児童発達支援計画に沿った支援が行われ

ている
○

「本人支援」はもちろん、保護者様に

対して、お子さんの変化点、課題、今

後の見通しをお伝えし、保護者様の疑

問に答える機会を設けるようにしてい

ます

14
活動プログラムの立案をチームで行って

いる
○

担当者が立案した計画を職員で確認し

て作成するようにしています

会議の時間を設け、職員間で確

認しました。

15
活動プログラムが固定化しないよう工夫

している
○

スモールステップを設定し、段階付け

してプログラムを立てるようにしてい

ます

必ずすること、本人が取り組み

たいことなどメリハリを付ける

よう工夫しています

16

子どもの状況に応じて、個別活動と集団

活動を適宜組み合わせて児童発達支援計

画を作成している

○

個別支援を事業所の特徴としているた

め、基本は1対1ですが、対人スキル・

社会性のトレーニングが必要なお子さ

んについては、複数で実施することも

あります。月に１度、時間を設けてい

ます。

17

支援開始前には職員間で必ず打合せを

し、その日行われる支援の内容や役割分

担について確認している

○
始業前のスタッフミーティング（8：30

～9：00）で確認しています

18

支援終了後には、職員間で必ず打合せを

し、その日行われた支援の振り返りを行

い､気付いた点等を共有している

○

終業時間ぎりぎりまで利用するお子さ

んがいることが多いため、その場合は

翌日の始業前のスタッフミーティング

で行うようにしています

スタッフミーティングやモニタ

リング会議の時間を設け、打ち

合わせを行っています。必ずは

実施していないので、変化等の

共有はしていくようにしたいと

思います。

19

日々の支援に関して記録をとることを徹

底し、支援の検証・改善につなげている

か

○

お子さんごとの個別カルテを整備し、

支援内容、実施結果、反応等について

記載し、次回以降の支援に反映させる

ようにしています

必ず記録し、振り返りできるよ

うにしています
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20

定期的にモニタリングを行い、児童発達

支援計画の見直しの必要性を判断してい

る

○

6か月ごとのモニタリングを行い、前回

との変化点を確認しています。必要な

子どもについては、発達検査等で客観

的に評価しています。月に１度、時間

を設けて見直しを設けて行っていま

す。

21

障害児相談支援事業所のサービス担当者

会議にその子どもの状況に精通した最も

ふさわしい者が参画している

○
担当者会議には、管理者または児童発

達管理責任者が出席しています。

22

母子保健や子ども・子育て支援等の関係

者や関係機関と連携した支援を行ってい

る

○

鷹栖町健康福祉課や教育委員会に声を

かけていただき、保育園支援や乳幼児

発達健診、教育委員会の事業に参画し

ながら連携させていただいています

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身

障がいのある子ども等を支援している場

合）

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携した支援を行って

いる

ー ー

24

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身

障がいのある子ども等を支援している場

合）

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡

体制を整えている

ー ー

25

移行支援として、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等

との間で、支援内容等の情報共有と相互

理解を図っている

○

できるだけ関係機関との連携を図るよ

うに努めています。特に町立保育園の

保育士さんとは定期連絡を取っていま

す

送迎の際や担任の先生との情報

交換や保育所等訪問などを実施

し、連携をとっています。

26

移行支援として、小学校や特別支援学校

（小学部）との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っている

○

小学校、中学校に進学する子どもにつ

いは、保護者の依頼・同意があれば、

文書等で事業所の支援について連絡し

ています。ケース会議や参観日の際に

訪問させてもらい、情報共有していま

す。

ケース会議や参観日の際に訪問

させてもらい情報共有していま

す。

27

他の児童発達支援センターや児童発達支

援事業所、発達障害者支援センター等の

専門機関と連携し、助言や研修を受けて

いる

○

鷹栖町子育て支援センターや美瑛町、

羽幌町などの市町村発達支援センター

職員の方々と情報交換するなど連携を

とっています

28

保育所や認定こども園、幼稚園等との交

流や、障がいのない子どもと活動する機

会がある

○
町立保育園、放課後児童クラブの職員

とは面識があり、行事・イベントなど

に参加させていただいています

ほとんどのお子さんが幼稚園や

保育園に通われているので、こ

ちらで交流の機会を設けてはい

ません。感染症などの問題がな

ければ、あってもいいかもしれ

ないと思います。

29

（自立支援）協議会子ども部会や地域の

子ども・子育て会議等へ積極的に参加し

ている

○

鷹栖町コオディネーショントレーニン

グ実践研究会に参画しています。ま

た、今年度、鷹栖町小中学校コーディ

ネーターの研修会で講演させていただ

きました
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30

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合

い、子どもの発達の状況や課題について

共通理解を持っている

○

自主通園している保護者には、療育場

面を通して発達状況や課題について説

明しています。送迎サービスを利用さ

れている保護者に対しても可能であれ

ば月に1回程度来所していただくようお

願いしています。連絡ノートを活用し

状況をお伝えしています。

31

保護者の対応力の向上を図る観点から、

保護者に対して家族支援プログラム（ペ

アレント･トレーニング等）の支援を

行っている

○

ペアトレのような継続的で体系化され

たプログラムは実施していませんが、

子どもの行動の理解や対応方法を保護

者に説明するようにしています。

新型コロナの感染状況を考え感

染対策をしっかりした上で、全

ての保護者（利用終了児も含

む）に対して勉強会などを検討

しています。

32
運営規程、利用者負担等について丁寧な

説明を行っている
○

利用開始、契約の際には説明を行い、

いつでも見られるように応接スぺース

に掲示しています

33

児童発達支援ガイドラインの「児童発達

支援の提供すべき支援」のねらい及び支

援内容と、これに基づき作成された「児

童発達支援計画」を示しながら支援内容

の説明を行い、保護者から児童発達支援

計画の同意を得ている

〇

利用開始時とモニタリング時、または

保育所等訪問支援など計画を見直した

時に、新たな計画の説明をし同意をい

ただいています

自主通園以外の保護者様には、

十分に説明する時間がないこと

もあるので、機会を確保する等

努めていきます

34

定期的に、保護者からの子育ての悩み等

に対する相談に適切に応じ、必要な助言

と支援を行っている

〇

お子さんの認知・行動特性や親の心理

を理解して接し、説明することができ

るよう心掛けています。定期的に行え

てはいないが、ご相談に対しては、機

会を設けて対応している。

普段、来所されない保護者様に

対しても機会を見つけて説明し

ていきます

35

父母の会の活動を支援したり、保護者会

等を開催する等により、保護者同士の連

携を支援している

〇
コロナ感染の状況を踏まえ、保護者会

は開催することができませんでした。
父母の会はありません。

36

子どもや保護者からの相談や申入れにつ

いて、対応の体制を整備するとともに、

子どもや保護者に周知し、相談や申入れ

があった場合に迅速かつ適切に対応して

いる

〇

できる限り迅速に対応できるようにし

ています

苦情については、直接職員に言いにく

いことを踏まえ、第三者委員を委嘱し

て相談できるようにしています

37

定期的に会報等を発行し、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報を子どもや保

護者に対して発信している

〇
２～３か月に一度のペースでこらいず

便りを発行してきました

38 個人情報の取扱いに十分注意している 〇
職員への周知徹底、個人記録保管庫の

施錠など、取り扱いには注意を払って

います。

39
障がいのある子どもや保護者との意思の

疎通や情報伝達のための配慮をしている
〇

お子さんの認知・行動特性や親の心理

を理解して接し、説明することができ

るよう心掛けています。言葉づかい等

は気をつけています。
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40
事業所の行事に地域住民を招待する等地

域に開かれた事業運営を図っている
〇

地域住民に対する交流事業はしていま

せんが、町議会議員、民生委員など鷹

栖町内の関係団体の視察などは受け入

れています。

個人情報の観点から、いつでも

誰でもとはなりませんが、ス

ポーツ少年団の会合など、依頼

があれば場所を提供していきま

す

41

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等を策定し、

職員や保護者に周知するとともに、発生

を想定した訓練を実施している

〇

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ルを策定しています。感染対策では、

感染対策委員会を設置し、感染対策マ

ニュアルの他、今回、「新型コロナ

ウィルス感染症発生時における業務継

続計画（BCP）を策定しました

保護者様への周知がじゅうぶん

ではありませんが、事業所内で

マニュアル等を閲覧できるよう

にするとともに、適宜、会報等

でお知らせしていけるようにし

ます。マニュアルをたまに読む

などして、自分で説明できるよ

うにしていきたいです。

42
非常災害の発生に備え、定期的に避難、

救出その他必要な訓練を行っている
〇

今年度は2回避難訓練を実施しました

（火災想定、地震災害想定）

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作

等のこどもの状況を確認している
〇

契約時にご提出頂いているフェイス

シート、その後の面談等で確認してい

ます。必要に応じ緊急時の対応方法、

連絡先などを保護者と確認しています

44

食物アレルギーのある子どもについて、

医師の指示書に基づく対応がされている

か

〇

食物アレルギーの有無については利用

開始時に確認するようにしています。

現在、医師の指示書があるお子さんは

いません

コロナ感染防止対策のため、お

やつや飲み物を提供することは

ありませんが、アレルギーのあ

るお子さんについては注意して

いきます

45
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内

で共有している
〇

ヒヤリハット事例については、できる

だけ報告するよう職員に徹底し、事故

発生防止に向けて検討するようにして

います

些細なことでも報告書を作成

し、記録を残しています。いつ

でも振り返りができるようにし

ています。

46
虐待を防止するため、職員の研修機会を

確保する等、適切な対応をしている
〇

「虐待防止委員会」を設置し、「虐待

防止対応規定・マニュアル」を改定し

ました。虐待防止委員会及び虐待防止

に関する職員研修は年2回定期開催する

こととしています

職員に対してこれらの知識、ノ

ウハウを教育していくことで、

虐待を未然に防いでいくように

していきます

47

どのような場合にやむを得ず身体拘束を

行うかについて、組織的に決定し、子ど

もや保護者に事前に十分に説明し了解を

得た上で、児童発達支援計画に記載して

いる

〇

身体拘束が必要な利用者がいないた

め、実施していません。

但し、衝動的に屋外に飛び出す心配が

ある場合は、個別支援室や玄関を施錠

することがあります。その場合でも子

どもだけ部屋に入れて施錠することは

なく、必ず職員も同室しています
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